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百宝飾:主、しばしば ((indefinite))な関係筋を形成する。 1TOU節・ OO1rO i o，>!i 
共にほぼ等しい対応E容を示しているが、先行詞を持たない oc;節には、 πou節の
対応傾向が認められる。特に((indefinite)) と解釈され弓節内定形動詞がt~続法で
ある oc;節は、 r E/Cfiν0'> +π06節」という形式で訳出されている。
3.分詞句との対応
分詞が実詞化される SubstantivalParticiple及び実詞に対置されそれを修飾す
る Attributive Participle に対して、 πou節が使用される傾向が認められた。
これに対して、 Oo1roio，>節は、動詞の付帯的状況を表すAdverbialParticipleを
訳出する際に用いられていた。 Substant.ivalParticipleの中で「πa宝+(冠詞)
+分詞J ((-する人は誰でも・~するものは何でも》という形式に対しては、 1T0U
節が先行詞に不定代名詞をとることが分かった。
上記の対応結果から、新約聖書を現代語訳する際に1TOUは((generic.indefinite)) 
と解釈される関係節を形成する関係詞として使用されていることが指摘された.
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